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　わが国の食料輸入量は，長期にわたり増加傾向で推移し
てきた．食料全体量に対し輸入量が占める割合は，1988
年にはカロリーベースで60％に達し，以後ほぼ横ばいで
推移している1）．また，生鮮食料品以外に多くの加工食品
が輸入されており，食料品等の輸入額に占める加工食品類
輸入額の割合は1990年では約25％であったが，2007年で
は約35％と年々増加傾向にある1）．このような状況から，
輸入農産物だけでなく輸入農産加工食品についても，その
安全性とりわけ残留農薬に関する消費者の関心は高い2－4）．
筆者らは1996年度から道内で販売される輸入農産加工食
品について残留農薬調査を行ってきたが，本稿では
2003～2008年度に実施した検査結果について報告する．
方 法
1．試　料
　2003年度から2008年度にかけて道内で販売された輸入
農産加工食品118試料を市場から入手した．その内訳を表
1に示した．
2．調査対象農薬
　各年度における調査対象農薬を表2～4に示した．
3．試薬・試液
　各農薬標準品：関東化学㈱，林純薬工業㈱，和光純薬工
業㈱，Dr．　Ehrenstorfer社製及び甜ede1－de　Ha6n社製の
残留農薬試験用を用いた．
　溶媒及び試薬：ポストカラムHPLC分析に用いたメタ
ノール及び水は関東化学㈱または和光純薬工業㈱製高速液
体クロマトグラフ用を用いた．その他の有機溶媒及び無水
硫酸ナトリウムは関東化学㈱または和光純薬工業㈱製残留
農薬試験用を用いた．水は蒸留脱イオン水を用いた．その
他の試薬は関東化学㈱または和光純薬工業㈱製特級を用い
た．
　固相抽出用ミニカラム：Waters社製Sep－Pakプラス
Florisil（910　mg）（以下フロリジルミ別心ラムとする）
をあらかじめエーテルーヘキサン混液（3：17）10mしで
コンディショニングした後用いた．
4．試験溶液調製法
　表2～4に示した迅速分析法対象農薬に対する試験溶液
調製法は，既報5）に従った．ただし，今回はピレスロイド
系農薬及び有機塩素系農薬も分析対象としたため，有機リ
ン系農薬分析用試験溶液11nLをフロリジルミニカラムで
精製し，ピレスロイド系及び有機塩素系農薬分析用試験溶
液を調製した．詳細を以下に示す．
　有機リン系農薬分析用試験溶液1mLを採り，溶媒を除
去した後，エーテルーヘキサン混液（3：17）2mしに溶
解した．これをフロリジルミニカラムに注入した後，エー
テルーヘキサン混液（3：17）15mLを注入し，流出液を
すり合わせ減圧濃縮病中に採り，40℃以下で溶媒を除去し
た．この残留物にヘキサンを加えて溶解し，1mL（採取
量10gの試料は0．5mL）とした．
　一斉試験法対象農薬に対する試験溶液調製法は，「GC／
MSによる一斉試験法（農産物）」6）に従った．
5．分析方法
　既報に従った6・7）．
＊現胆振保健福祉事務所
結果及び考察
　本調査では，表1に示す米製品，小麦粉製品，でんぷん
製品，野菜缶詰，果実缶詰，ジャム類，果実飲料等118試
料について残留農薬検査を行った．その結果は表5に示す
とおりで，農薬は14試料から検出され（検出率12％），
検出された食品はクラッカー（4試料中3試料），スパ
ゲッティ（18試料中7試料），フェットチーネ（1試料中
1試料）及びマカロニ（3試料中3試料）とすべて小麦粉
製品であった．これまで，パスタなどの輸入小麦粉製品か
ら有機リン系農薬が高頻度で検出された例が報告されてい
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表1調査した輸入農産加工食品
加工食品 試料数 内　　訳
米製品
小麦粉製品
でんぶん製品
野菜缶詰
果実缶詰
ジャム類
果実飲料
その他
5
31
7
27
22
14
8
4
ビーフン（5）
ウエハース（1），うどん（1），クッキー（1），クラッカー（4），スパゲッティ（18），
ビスケット（1），フェットチーネ（1），マカロニ（3），ラスク（堅焼きパン）（1）
かたくり粉（1），くずきり（！），はるさめ（5）
アスパラガス（11），スイートコーン（2），だいず（1），たけのこ（6），トマト（3），
マッシュルーム（3），ヤングコーン（1）
おうとう（4），パイナップル（3），もも（4），マンゴー（2），みかん（6），洋なし（2），ライチー（1）
あんず（1），いちご（7），オレンジ（1），黒フサスグリ（1），きいちご（1），ブルーベリー（3）
オレンジ（2），グレープフルーツ（2），ブルーベリー（1），プルーン（1），マンゴー（2）
オートミール（1），きゅうり酢潰け（1），こしあん（1），干しいも（1）
表2　調査対象農薬（2003～2006年度）
迅速分析法
　有機リン系（27項目）
　　　EPN（0．02），アセフェート（0．02），イソフェンホス（0．008），イソフェンホスオキソン（0，008），エチオン（0．01），
　　　エディフェンホス（0．02），エトプロホス（0．005），エトリムホス（0．01），キナルポス（0．008），クロルピリボス（0．01），
　　　クロルピリホスメチル（0．01），クロルフェンビンホス（E一，Z一）（0．02），ジクロルボス（0．03），ジメトエート（0．02），
　　　ダイアジノン（0．01），トルクロホスメチル（0．02），パラチオン（0．01），パラチオンメチル（0．01），
　　　ピリミホスメチル（0．01），フェニトロチオン（0．01），フェンチオン（0．01），フェントエート（0．02），ホサロン（0．02），
　　　ホスメット（0．05），マラチオン（0．01），メタミドホス（0．02），メチダチオン（0．02）
　含窒素系（9項目）
　　　イプロジオン（0．03），エスプロカルブ（0．01），クロルプロファム（0．02），チオベンカルブ（0．01），
　　　ビテルタノール（0．03），プロピコナゾール（0．02），ペンディメタリン（0．01），メフェナセット（0．02），レナシル（0．03）
　N一メチルカーバメート系（7項目）
　　　イソプロカルブ（0．01），オキサミル（0．01），カルバリル（0．01），フェノブカルブ（0．01），ベンダイオカルブ（0．0！），
　　　メソミル（0．01），メチオカルブ（0．01）
　　ピレスロイド系（9項目）
　　　シバロトリン（0．01），シフルトリン（0．01），シペルメトリン（0．01），デルタメトリン（0．01），トラロメトリン（0．01），
　　　フェンバレレート（0．01），フルシトリネート（0．01），フルバリネート（0．01），ペルメトリン（0．01）
（）内の数字は検出限界：ppm
るが〃一6），本調査においても，小麦粉製品からの農薬の検
出率は45％（31試料中14試料）と高かった．検出された
農薬はクロルピリホス，クロルピリホスメチル，マラチオ
ン及びピリミホスメチルであり，いずれも有機リン系農薬
であった．ピリミホスメチルは9試料，クロルピリホスメ
チルは3試料，クロルピリホス及びマラチオンは各1試料
から検出されており，特にピリミホスメチルの検出率が高
かった．
　農薬が検出されたスパゲッティ7試料中6試料からはピ
リミホスメチル（0．01～0．07ppm）が検出され，残り1
試料からはクロルピリホス（0．06ppm）が検出された．
マカロニでは，2試料からピリミホスメチル（0．01及び
0．02ppm）及び1試料からマラチオン（0．02　ppm）が検
出された．また，フェットチーネからはピリミホスメチル
が0．01ppm検出された．これらパスタ類のうち，マラチ
オンが検出された1試料のみがアメリカ産であり，他はす
べてイタリア産であった．小麦粉などの一次加工品及びそ
れらを加工した最終製品ともに，北米地域の製品からはク
ロルピリホスメチル及びマラチオン，ヨーロッパ地域の製
品からは，ピリミホスメチルの検出が多いとの報告がある
が3・4），今回の検査結果でも同様な傾向が認められた．一
方，クラッカーからは，いずれもクロルピリホスメチル
（0，01～0．02ppm）が検出された．これらの原産国は，2
試料がフィリピンで1試料が韓国であった．フィリピン及
び韓国は小麦の輸入国であり，フィリピンは小麦全輸入量
の約70％を，韓国は約45％をアメリカ及びカナダの北米
地域から輸入しており（2004年）8），今回の製品からクロ
ルピリホスメチルが検出されたのは，北米地域産の原材料
が使用されたためと推測された．　　　　　　　　　・
　2006年5月29．日に施行されたポジティブリスト制にお
いて，加工食品は，別に定めがない限り，原材料の残留値
が基準に適合していれば加工食品の残留値によらずその食
品は食品規格に適合するものとして取り扱うこととしてお
り，その適合性は，個々の加工工程を勘案し，合理的な加
工係数等を用いて判断することが適当と考えられている9）．
小林らは，穀類加工食品の一般的な調理における材料比の
調査から原材料の含有率を推定して，穀類加工食品の判断
基準をパスタ類ではクロルピリホスメチル：1．7ppm，マ
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表3　調査対象農薬（2007年度）
迅速分析法
　　有機リン系（26項目）
　　　　EPN（0．02），アセフェート　（0．02），イソフェンホス　（イソフェンホス，イソフェンホスオキソン），エチオン，
　　　　エディフェンホス（0．02），エトプロホス，エトリムホス，キナルポス，クロルピリホス，クロルピリホスメチル，
　　　　クロルフェンビンホス（E一，Z一）（0．02），ジクロルボス（0．03），ジメトエート（0．02），ダイアジノン，
　　　　トルクロホスメチル（0．02），パラチオン，パラチオンメチル，ピリミホスメチル，フェニトロチオン，フェンチオン，
　　　　フェントエート（0．02），ホサロン（0。02），ホスメット（0．05），マラチオン，メタミドホス（0．02），メチダチオン（0，02）
　　含窒素系（7項目）
　　　　イプロジオン（0．03），チオベンカルブ，ビテルタノール（0．03），プロピコナゾール（0．02），ペンディメタリン，
　　　　メフェナセット（0．02），レナシル（0．03）
　　2＞一メチルカーバメート系（7項目）
　　　　イソプ隔地ルブ，オキサミル，カルバリル，フェノブカルブ，ベンダイオカルブ，メソミル，メチ一型ルブ（メチオカルブ，
　　　　メチオカルブスルポキシド，メチオカルブスルホン）
　　ピレスロイド系（9項目）
　　　　シバロトリン，シフルトリン，シペルメトリン，デルタメトリン，トラロメトリン，フェンバレレート，フルシトリネート，
　　　　フルバリネート，ペルメトリン
　　有機塩素系（7項目）
　　　　BHC（α一，β一，γ一，び一），　DDT（ヵ，ρLDDD，ρ，グーDDE，ρ，グーDDT，　o，ガーDDT），アルドリン，エンドリン，
　　　　クロルデン（ozs一，　’η72s一），ディルドリン，ヘプタクロル（ヘプタクロル，ヘプタクロルエポキシド）
一斉試験法（62項目）
　　　　アセトクロール，アトラジン，アラタロール，インキサチオン（0．02），イサゾホス，ウニコナゾールP，エスプロカルブ，
　　　　エトフェンプロックス，エトフメセート，オキサジアゾン，オキサジキシル，カフェンストロール，キノキシフェン，
　　　　クレソキシムメチル，クロルタールジメチル，クロルプロファム，シアナジン，ジエトフェンカルブ，ジクロシメット，
　　　　ジクロフェンチオン，ジスルポトン（ジスルポトン，ジスルポトンスルホン），シバロホップブチル，
　　　　ジフェノコナゾール，ジフルフェニカン，ジメタメトリン，シメトリン，テトラコナゾール，テトラジホン，
　　　　テニルクロール，テブコナゾール，テルブホス，トリアレート，トリブホス，トリフルラリン，トリフロキシストロビン，
　　　　ナプロパミド，ニトロタールイソプロピル，ピラクロホス（0．02），ピラゾホス，ピラフルフェンエチル，
　　　　ピリダフェンチオン，ピリブチカルブ，ピリメタニル，ピロキロン，ビンクロゾリン，フィプロニル，フェンクロルポス，
　　　　フェンスルポチオン，ブタクロール，フルトラニル，フルトリアホール，プレチラクロール，プロシミドン，
　　　　プロチオホス，プロマシル，プロメトリン，プロモホス，ベナラキシル，ベンフレセート，メトラクロール，
　　　　メフェンピルジエチル，レナシル
検出限界＝（）内に数字を記入した農薬を除き，0．01ppm
表4　調査対象農薬（2008年度）
迅速分析法
　　有機リン系（45項目）
　　　　EPN，アセフェート，イソフェンホス（イソフェンホス，イソフェンホスオキソン），イプロベンホス，エチオン，
　　　　エディフェンホス，エトプロボス，エトリムホス，オメトエート，カズサホス，キナルポス，クロルピリホス，
　　　　クロルピリホスメチル，クロルフェンビンホス（E一，2一），サリチオン，シアノフェンホス，シアノホス，
　　　　ジクロルボス及びナレド，ジメチルビンホス，ジメトエート，スルプロホス，ダイアジノン，チオメトン，テルブホス，
　　　　トルクロホスメチル，パラチオン，パラチオンメチル，ピリミホスメチル，フェナミホス，フェニトロチオン，
　　　　フェンチオン，フェントエート，ブタミホス，プロパホス，プロフェノホス，プロモホスエチル，ホサロン，
　　　　ホスチアゼート，ホスメット，ホルモチオン，ホレート，マラチオン，敦盛ミドホス，メチダチオン，モノクロトホス
　　含窒素系（13項目）
　　　　イソプロカルブ，エスプロカルブ，クロルプロファム，チオベンカルブ，トリアジメノール，ビテルタノール，
　　　　フルシラゾール，フルトラニル，プレチラクロール，プロピコナゾール，ペンディメタリン，メフェナセット，レナシル
　　N一メチルカーバメート系（6項目）
　　　　オキサミル，カルバリル，フェノブカルブ，ベンダイオカルブ，メソミル，
　　　　メチオカルブ（メチオカルブ，メチオカルブスルポキシド，メチオカルブスルホン）
　　ピレスロイド系（9項目）
　　　　シバロトリン，シフルトリン，シペルメトリン，テフルトリン，デルタメトリン及びトラロメトリン，フェンバレレート，
　　　　フルシトリネート，フルバリネート，ペルメトリン
　　有機塩素系（6項目）
　　　　BHC（α一，β一，γ一，δ一），　DDT（ρ，ρ’一DDD，ρ，グーDDE，ムヵ’一DDT，　o，ガーDDT），アルドリン及びディルドリン，
　　　　エンドリン，クロルデン（6ガs一，磁η∫一），ヘプタクロル（ヘプタクロル，ヘプタクロルエポキシド）
一斉試験法（57項目）
　　　　アセトクロール，アトラジン，アラタロール，イサゾホス，インキサチオン，ウニコナゾールP，エトフェンプロックス，
　　　　エトフ紅白ート，オキサジアゾン，オキサジキシル，カフェンストロール，キノキシフェン，クレソキシムメチル，
　　　　クロルタールジメチル，シアナジン，ジエトフェンカルブ，ジクロシメット，ジクロフェンチオン，
　　　　ジスルポトン（ジスルポトン，ジスルポトンスルホン），シバロホップブチル，ジフェノコナゾール，ジフルフェニカン，
　　　　ジメタメトリン，シメトリン，テトラコナゾール，テトラジホン，テニルクロール，テブコナゾール，テルブホス，トリアレート，
　　　　トリブホス，トリフルラリン，トリフロキシストロビン，ナプロパミド，ニト1コタールイソプロピル，ピラクロホス，ピラゾホス，
　　　　ピラフルフェンエチル，ピリダフェンチオン，ピリブチカルブ，ピリメタニル，ピロキロン，ビンクロゾリン，フィプロニル，
　　　　フェンクロルポス，フェンスルポチオン，ブタクロール，フルトリアホール，プロシミドン，プロチオホス，プロマシル，
　　　　プロメトリン，プロモホス，ベナラキシル，ペンフレセート，メトラクロール，メフェンピルジエチル
検出限界10．01ppm
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表5　輸入農産加工食品中の残留農薬濃度
年度　　試料 試料数　　検出試料数　　検出農薬 濃度（ppm） 原産国
2003　　小麦粉製品 クッキー
クラッカー
スパゲッティ
1
1
5
0
0
！ ピリミホスメチル 0．03 イタリア
野菜缶詰 アスパラガス 3 0
果実缶詰 おうとう
マンゴー
2
1
0
0
ジャム いちご
ブルーベリー
3
2
0
0
果実飲料 グレープフルーツ
プルーン
1
1
0
0
2004　小麦粉製品 ウエハース層
スパゲッティ
1
4
0
1 クロルピリホス 0．06 イタリア
野菜缶詰 アスパラガス
たけのこ
3
2
0
0
果実缶詰 パイナップル
もも
みかん
2
1
2
0
0
0
ジャム いちご
黒フサスグリ
1
1
0
0
果実飲料 オレンジ
ブルーベリー
1
1
0
0
その他 きゅうり（酢漬け） 1 0
2005　　小麦粉製品 スパゲッティ 4 2 ピリミホスメチル
ピリミホスメチル
0．01
0．05
イタリア
イタリア
野菜缶詰 アスパラガス
スイートコーン
たけのこ
トマト
マッシュルーム
ヤングコーン
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
果実缶詰 みかん
洋なし
ライチー
1
1
1
0
0
0
ジャム あんず
いちご
オレンジ
きいちご
1
1
1
1
0
0
0
0
果実飲料 オレンジ
マンゴー
1
2
0
0
2006　米製品 ビーフン 1 0
小麦粉製品 クラッカー
スパゲツテイ
マ凝血ニ
ラスク（堅焼きパン）
1
2
1
1
1
1
1
0
クロルピリホスメチル
ピリミホスメチル
ピリミホスメチル
0．01
0．01
0．01
韓国
イタリア
イタリア
でんぷん製品 かたくり粉
はるさめ
1
2
0
0
野菜缶詰 アスパラガス
スイートコーン
だいず
たけのこ
マッシュルーム
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
果実缶詰 おうとう
パイナツプル
みかん
1
1
1
0
0
0
ジヤム いちご
ブルーベリー
1
1
0
0
その他 オートミール 1 0
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表5　輸入農産加工食品中の残留農薬濃度（続き）
年度　　試　料 試料数　　検出試料数　　検出農薬 濃度（ppm） 原産国
2007　米製品 ビーフン 3 0
小麦粉製品 クラッカー
スパゲツテイ
フェットチーネ
マ棚田ニ
ユ
1
1
2
1
0
1
2
クロルピリホスメチル
ピリミホスメチル
マラチオン
ピリミホスメチル
0．01
0．01
0．02
0．02
フィリピン
イタリア
アメリカ
イタリア
でんぶん製品　　はるさめ 1 0
野菜缶詰 アスパラガス
たけのこ
トマト
1
1
1
0
0
0
果実缶詰 おうとう
もも
みかん
洋なし
1
2
1
1
その他 干しいも 1 0
2008　米製品 ビーフン 1 0
小麦粉製品 うどん
クラッカー
スパゲッティ
ビスケット
1
1
2
1
0
1
2
0
クロルピリホスメチル
ピリミホスメチル
ピリミホスメチル
0．02
0．03
0．07
フィリピン
イタリア
イタリア
でんぶん製品　　くずきり
　　　　　　　はるさめ
1
2
0
0
野菜缶詰 アスパラガス
たけのこ
トマト
マッシュルーム
2
1
1
1
0
0
0
0
果実缶詰 もも
マンゴー
みかん
1
1
1
0
0
0
ジャム いちご 1 0
果実飲料 グレープフルーツ 1 0
その他 こしあん 1 0
ラチオン：1．02ppm及びピリミホスメチル：0．17　ppm，
クラッカーではクロルピリホスメチル：0．8ppmと試算し
ている4）．パスタ中のクロルピリホスの判断基準は示され
ていないが，同様に計算すると0．085ppmと試算される．
ポジティブリスト制施行以前に製造された食品は適用外で
はあるが，今回検出された農薬の値は，いずれも上記の判
断基準の数値を超えていないため，特に問題はないと考え
られた．
　複数年にわたる残留農薬検査結果を解析することは，残
留性の高い農薬や農薬残留の多い食品などの傾向を把握で
きることから非常に重要である．今回，2003～2008年度
の輸入農産加工食品中の残留農薬検査結果から，パスタな
どの小麦粉製品において特定の農薬が高頻度に検出される
傾向が認められた．これらのデータを今後の残留農薬検査
に活用していきたい．
　本調査の実施にあたり，試料の入手にご協力いただいた
北海道保健福祉部保健医療局食品衛生課（現　北海道保健
福祉部健康安全室食品安全グループ）及び道内各保健所の
関係諸氏に深謝いたします．
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